
★今年の冬は全国65に寒波 大 雪に見舞われましたが、日高地方も例タトではなく、肖軽種馬育成調教場では早朝から除雪 不 凍剤

散布等を徹底し、安全・e馬 道確保に努めました。若馬達よ凍てつく中、屋内調教施設で順調にトレーニングをこなしております。

なお、昨年の和J用頭数は前年実績宮Jれ (928%)と なりましたが、J一 ル ドシップをはじめ利用馬の活健よ著しく (中央競馬
791勝 、地方輸馬 2552勝 )、今年も更なる活躍を期待しています。

☆当センター研修生よ、極寒の中、厳しい日線の合間をぬって、スキー実習、ばんえい競馬見学等を実施しリフレッシュ。4月 9

日の URA育 成馬展示会での騎案供埼、4月 H9日 の修了式を迎え、全国の育成牧場へと棠立つていきます。また、4月 10日

には希望に満ちた新研修生が入講してきますので、今後ともを指導 こ 協力のほどよるしくお願いします。 (YH)

★ 「調査研究Jは 、日高軽農協の自越大輔氏に、近年急速に普及してきましたレポツトリーについて執筆していただきました。貝喬
員者のリスクロ避を目的とした、市場で開示さllる上場馬のX線 検査所見についてよ、その所見と予後 (崩定成績)と の関係
が大部分明らかにされてからす、まだまだ検討の余地が残されています。今後も、鳴買者が安心して上場馬を貫えるように、役
立つレポツトリー所見の提示を期待しています。

☆私どもの軽種馬育成調教センター (BTC)も 、今年から公益法人の仲間入りです。その認定までの道のりについては、「たづなJ
で古林博常務理事に詳しく書いていただきました。そして、BTCの 公益事業の柱を担う軽種馬の育成詞教技術の改善 普 及事

業、その中に8TCニ ュースの発行があります。社会公益を追及する使命を受すて、読者の皆さんの二一ズに対応すべく、より
分かりやすし鳩 報 知 識の普及に、少なしヽ予算の中で進めていきたいと思います。

★BTCニ ュースの発行、赤字常習犯の私によ少し荷が重すぎるかも、特に少ない予算でというところが。というのも、長年、発

行についての事務的なすべてを、一人で取り仕切つてきました小林孝平主査が、今年から日本軽種馬協会 (JBBA)へ 移籍した
ためです。これからよ私一人で、大文夫かな。J 林ヽ主査によ長い間本当にお疲れ様でした。             (YF)
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